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【
う
ら
へ
続
く
】

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
善
を

　

総
務
省
消
防
庁
は
台
風

19
号
に
よ
る
住
宅
被
害
を
、

23
日
現
在
約
６
万
８
０
０

０
棟
と
発
表
し
た
。
そ
の

う
ち
の
９
割
超
が
「
床
下

浸
水
」
と
比
較
的
浸
水
が

浅
い
「
床
上
浸
水
」
だ
。

　

水
害
の
場
合
、
被
害
者

生
活
再
建
支
援
法
で
最
大

３
０
０
万
円
が
支
給
さ
れ

る
の
は
床
上
１
ｍ
以
上
の

浸
水
に
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
大
多
数
が
対
象

外
に
な
る
。
浸
水
が
浅
く

て
も
家
財
な
ど
多
額
な
損

害
を
抱
え
た
世
帯
に
も
最

大
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
法
を
改
善
す
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

米
Ｎ
Ｙ
で
　
来
年
４
月
に

　
発
起
人
に
原
水
協
・
原
水
禁
・
被
団
協

　

来
年
の
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
が
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
で
開
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
来
年
４
月

に
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）
再
検
討
会
議
に
あ
わ

せ
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
行

う
と
い
う
「
よ
び
か
け
」

が
、
国
連
の
「
国
際
平
和

デ
ー
」
の
先
月
21
日
、
世

界
で
同
時
に
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

発
起
人
に
は
日
本
原
水

協
、
原
水
禁
、
日
本
被
団

協
の
３
団
体
の
代
表
が
日

本
か
ら
加
わ
り
ま
し
た
。

　
「
よ
び
か
け
」
は
、１
９

５
５
年
以
来
、
日
本
の
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
か

か
げ
て
き
た
「
核
戦
争
を

阻
止
し
、
核
兵
器
の
全
面

禁
止
・
廃
絶
を
達
成
し
、世

界
の
被
爆
者
の
援
護
と
連

帯
の
た
め
に
活
動
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
明
記

し
て
い
ま
す
。

　

菅
原
一
秀
通
産
大
臣
辞

任
（
25
日
）。「
秘
書
が
メ

ロ
ン
、
タ
ラ
コ
、
カ
ニ
を

配
っ
た
」「
香
典
を
渡
し
た

こ
と
を
認
め
た
。
明
ら
か

な
公
選
法
違
反
だ
」「
練
馬

区
出
身
だ
」「
国
会
で
説
明

す
る
と
言
っ
て
い
た
の
に
、

こ
れ
で
幕
引
き
は
許
さ
れ

な
い
」「
安
倍
首
相
の
任
命

責
任
は
重
大
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
即
位
の
礼
」（
22
日
）。

「
異
様
な
報
道
が
長
時
間

に
わ
た
り
放
映
さ
れ
た
」

「
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
た

が
ど
こ
も
同
じ
だ
っ
た
」

「
安
倍
首
相
の
万
歳
三
唱

は
時
代
錯
誤
も
甚
だ
し

い
」「
23
日
、帝
国
ホ
テ
ル

で
先
輩
方
と
の
交
流
会
が

あ
っ
た
が
、
入
口
で
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク

台
風
被
害 

力
合
わ
せ
支
援
を

　
日
本
共
産
党
が
被
災
地
で
全
力

　

台
風
が
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
志
位
委
員

長
を
は
じ
め
、
国
会
議
員
、

地
方
議
員
を
先
頭
に
被
災

地
に
足
を
運
び
、
実
態
や

要
望
の
聞
き
取
り
、
国
や

県
に
情
報
提
供
と
要
請
を

進
め
て
い
ま
す
。

  

14
日
、
井
上
参
院
議
員
、

藤
野
衆
院
議
員
、
武
田
参

院
議
員
は
千
曲
川
の
決
壊

や
浅
川
の
内
水
氾
濫
で
大

き
な
被
害
を
受
け
た
長
野

市
の
被
災
現
場
や
避
難
所

で
、
山
添
、
吉
良
の
両
参

院
議
員
も
八
王
子
市
西
浅

川
町
や
下
恩
方
町
で
、
地

元
市
議
ら
と
と
も
に
現
地

調
査
と
住
民
か
ら
の
要
望

を
聞
き
取
り
ま
し
た
。

　

福
島
県
の
日
本
共
産
党

県
救
援
対
策
本
部
と
党
県

議
団
は
15
日
、
被
災
し
た

現
地
で
住
民
を
励
ま
し
な

と
須
賀
川
市
の
浸
水
被
害

が
大
き
か
っ
た
地
域
を
訪

問
し
、
避
難
者
ら
か
ら
深

刻
な
実
態
や
切
実
な
要
望

を
聞
く
と
と
も
に
、
県
庁

と
両
市
役
所
を
訪
れ
、
義

援
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

福
島
県
で
の
調
査
を
踏
ま

え
て
、
志
位
氏
は
避
難
者

ら
の
生
活
改
善
な
ど
に
む

け
武
田
防
災
相
に
緊
急
要

請
を
し
ま
し
た
。

日本共産党は救援募金を呼びかけています。
－送り先－

郵便振替
▼口座番号　００１７０ ｜９ ｜１４０３２１
▼加入者氏名　日本共産党災害募金係
＊通信欄に「台風災害募金」とご記入くださ
　い。手数料はご負担願います。

氾濫危険水位を超過した河川数の推移

が
ら
状
況
や
要
望
を
聞
き

取
り
、
県
に
緊
急
要
望
を

申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

志
位
委
員
長
は
18
日
、

福
島
県
郡
山
市
の
避
難
所
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

高浜町に国から
原発マネー４５９億円
　　徹底解明を

　

社
長
・
会
長
を
含
む
関

西
電
力
幹
部
が
福
井
県
高

浜
町
の
元
助
役
か
ら
巨
額

の
金
品
を
授
受
、
関
電
幹

部
へ
の
「
原
発
マ
ネ
ー
」

還
流
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

原
発
マ
ネ
ー
は
、
関
電

か
ら
高
浜
町
の
業
者
へ
の

原
発
関
連
工
事
な
ど
の
発

注
に
加
え
、
税
金
か
ら
も

電
源
３
法
交
付
金
と
し
て

高
浜
町
に
注
が
れ
ま
し
た
。

17
年
度
の
高
浜
町
へ
の
交

付
金
は
30
億
３
７
１
６
万

円
、
累
計
は
４
５
９
億
２

３
６
１
万
円
で
す
。

　

電
源
３
法
交
付
金
の
原

資
は
電
力
会
社
が
払
う
税

金
で
す
が
、
電
気
料
金
に

転
嫁
さ
れ
、
国
民
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

11・３憲法集会 in 国会正門前
安倍改憲発議阻止！辺野古新基地建設や
めろ！東北アジアに平和と友好！

　11 月 3 日（日）14:00 ～ 15:30
場所：国会議事堂正門前
共催：
　戦争させない・９条壊すな！総がかり行動
　実行委員会
　安倍９条改憲ＮＯ！市民アクション
　３・１朝鮮独立運動 100 周年キャンペーン

教
員
の
変
形
労
働
導
入
に
反
対

　

日
本
共
産
党　
繁
忙
な
働
き
方
変
え
る
提
言

　

安
倍
政
権
は
、
公
立
学

校
の
教
員
に
１
年
単
位
の

変
形
労
働
時
間
制
を
導
入

す
る
た
め
、
公
立
教
員
給

与
特
別
措
置
法
の
改
定
案

を
国
会
提
出
。
日
本
共
産

党
は
21
日
、
こ
れ
に
反
対

す
る
「
提
言
」
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

提
言
は
、
人
間
の
心
身

は
「
繁
忙
期
」
の
疲
労
を

「
閑
散
期
」で
回
復
で
き
る

よ
う
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、

１
年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
は
人
間
の
生
理
に

あ
っ
た
１
日
８
時
間
労
働

働
き
方
が
さ
ら
に
ひ
ど
く

な
る
と
告
発
し
て
い
ま
す
。

　

政
府
が
喧
伝
す
る
「
教

員
の
夏
休
み
の
た
め
」
と

い
う
理
由
が
成
り
立
た
な

い
現
状
を
述
べ
、
行
政
研

修
な
ど
の
夏
の
業
務
削
減
、

代
休
等
の
保
障
に
よ
っ
て

こ
そ
、
教
員
は
休
み
を
取

れ
る
よ
う
に
な
る
と
提
案
。

さ
ら
に
抜
本
的
対
策
と
し

て
、
①
授
業
数
に
比
べ
あ

ま
り
に
少
な
い
教
員
の
定

数
増
、
②
国
・
自
治
体
、
学

校
双
方
か
ら
の
不
要
不
急

の
業
務
の
削
減
、
③
「
残

業
代
ゼ
ロ
」
を
定
め
た
法

律
を
改
め
る
―
な
ど
に
真

剣
に
と
り
組
む
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。

の
原
則
を
破
る
も
の
と
指

摘
。
恒
常
的
に
法
外
な
残

業
が
あ
る
繁
忙
な
教
員
の

志位委員長、中国大使と会談

尖閣・香港対応に批判表明

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
15
日
、
着
任
あ
い

さ
つ
で
訪
れ
た
孔こ
う
げ
ん
ゆ
う

鉉
佑
中

国
大
使
と
会
談
。
重
大
な

懸
念
を
も
っ
て
い
る
問
題

と
し
て
、
東
シ
ナ
海
と
香

港
の
問
題
を
提
起
し
ま
し

た
。

　

志
位
氏
は
東
シ
ナ
海
の

問
題
で
、「
中
国
公
船
に
よ

る
尖
閣
諸
島
の
領
海
侵
入
、

接
続
水
域
進
入
が
激
増
・

常
態
化
し
て
い
る
」
と
指

摘
。「
ど
ん
な
言
い
分
が
あ

ろ
う
と
、
他
国
が
実
効
支

配
し
て
い
る
地
域
に
対
し

て
、
力
に
よ
っ
て
現
状
変

更
を
迫
る
こ
と
は
、
国
連

憲
章
な
ど
が
定
め
た
紛
争

を
行
っ
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
19
号
。「
亡
く
な
っ

た
方
の
３
割
が
移
動
中
の

車
内
だ
っ
た
」「
浸
水
域
は

ほ
と
ん
ど
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
ど
お
り
だ
っ
た
が
、
認

識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」

「
避
難
計
画
は
河
川
の
氾

濫
を
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
」「
災
害
ゴ
ミ
の
処
理
も

問
題
だ
」「
浸
水
し
た
住
宅

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の

か
」「
北
陸
新
幹
線
は
な
ぜ

浸
水
域
に
車
両
セ
ン
タ
ー

を
つ
く
っ
た
の
か
？
な
ぜ

退
避
し
な
か
っ
た
の

か
？
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

台
風
21
号
と
低
気
圧
に

よ
る
大
雨
。「
千
葉
県
で
は

半
日
に
１
ヵ
月
分
の
雨
が

降
っ
た
」「
ま
た
犠
牲
者
が

出
て
し
ま
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー

ズ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
巨

人
に
４
勝
し
日
本
一
に
。

「
力
の
差
が
大
き
か
っ
た
」

「
投
手
力
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ラ
グ
ビ
ー
、
南
ア
フ
リ

カ
に
敗
れ
る（
20
日
）。「
南

ア
フ
リ
カ
の
壁
は
厚
か
っ

た
」「
ベ
ス
ト
８
に
残
っ
た

の
だ
か
ら
ア
ッ
パ
レ
だ
」

「
武
蔵
野
市
の
総
合
体
育

館
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

を
や
っ
た
。
整
理
券
に
長

蛇
の
列
で
か
な
り
待
た
さ

れ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

の
平
和
解
決
の
原
則
に
反

す
る
も
の
で
あ
り
、
強
く

抗
議
し
、是
正
を
求
め
る
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

香
港
問
題
で
は
、「
民
主

主
義
を
求
め
る
香
港
市
民

の
運
動
に
対
す
る
香
港
政

府
の
抑
圧
的
措
置
、
そ
れ

に
支
持
を
与
え
る
と
と
も

に
武
力
に
よ
る
威
嚇
を

行
っ
た
中
国
政
府
の
立
場

に
反
対
す
る
」
と
表
明
。

「『
一
国
二
制
度
』
の
も
と

で
、
事
態
が
平
和
的
な
話

し
合
い
で
解
決
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

ゴ
ル
フ
、
ア
マ
チ
ュ
ア

の
古
江
彩
佳
選
手（
19
歳
）

が
逆
転
優
勝（
20
日
）。「
ア

マ
の
優
勝
は
宮
里
藍
さ
ん

ら
に
続
く
史
上
７
人
目
の

快
挙
だ
」「
プ
ロ
テ
ス
ト
を

控
え
て
い
た
が
免
除
さ
れ
、

プ
ロ
転
向
を
宣
言
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

富
士
山
の
初
冠
雪
（
22

日
）。「
平
年
よ
り
22
日
遅

く
、
昨
年
と
比
べ
て
26
日

遅
い
」


